
高
山
(190m)
＆
新
高
山
(198m)
本郷町 

小
早
川
家
の
山
城
を
巡
る
歴
史
散
策 

 
 

小
早
川
家
四
代
目
茂
平
が
一
二
〇
四
年
に
高
山
に
築
城
し
た
高
山

城
跡
と
そ
の
対
岸
に
位
置
す
る
新
高
山
に
あ
り
、
今
ま
で
出
城
で

あ
っ
た
も
の
を
、
小
早
川
家
を
継
い
だ
隆
景
が
一
五
五
二
年
に
大

改
修
を
し
、
本
城
と
し
た
新
高
山
城
（
攻
め
に
く
く
、
守
り
易
い
、

難
攻
不
落
の
山
城
で
日
本
三
名
城
の
一
つ
と
称
さ
れ
た
）
跡
を
巡

る
山
歩
き
を
紹
介
す
る
。 

今
回
は
、
Ｊ
Ｒ
本
郷
駅
を
起
点
に
し
、
先
ず
高
山
を
訪
ね
、
次
い

で
新
高
山
ま
で
歩
く
コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
が
、
両
山
と
も
、
国
指

定
史
跡
と
な
っ
て
お
り
、
館
跡
と
思
わ
れ
る
基
石
な
ど
当
時
を
知

る
遺
構
が
各
所
に
残
さ
れ
て
お
り
、
案
内
板
も
多
く
、
当
時
を
十

分
に
偲
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。 

全
行
程
は
、
距
離
は
約
１
２
Ｋ
ｍ
（
そ
の
内
、
山
歩
き
は
両
山
と

も
約
２
・
５
Ｋ
ｍ
）
、
累
積
標
高
差
が
約
＋
６
５
０
ｍ
。
歩
行
時
間

は
約
６
時
間
（
休
息
時
間
は
除
く
。
城
跡
を
じ
っ
く
り
見
る
人
は

そ
の
時
間
を
プ
ラ
ス
） 

同
時
に
二
山
を
巡
ら
ず
、
二
つ
に
分
け
て
も
良
い
が
、
健
脚
に
は

体
力
的
に
、
物
足
り
な
い
だ
ろ
う
。 

高
山
へ
の
登
山
口
近
く
に
は
芸
陽
バ
ス
の
「
下
二
（
シ
モ
ニ
）
」
バ

ス
停
①
が
あ
る
が
、
便
数
が
少
な
い
の
で
、
本
郷
駅
か
ら
歩
い
て

行
く
事
に
す
る
。
駅
か
ら
東
へ
線
路
沿
い
の
道
を
４
０
０
ｍ
程
歩

く
と
、
踏
切
と
な
る
。
左
へ
踏
切
を
渡
り
北
へ
道
な
り
に
１
Ｋ
ｍ

も
歩
く
と
山
陽
新
幹
線
の
下
を
く
ぐ
る
。
そ
こ
か
ら
約
４
０
０
ｍ

で
「
下
二
（
シ
モ
ニ
）
」
バ
ス
停
に
着
く
。
道
路
を
挟
ん
だ
向
い
側

の
階
段
を
上
が
り
、
民
家
の
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
「
高
山
墓
園
」

へ
と
続
く
坂
道
を
登
る
。
墓
園
を
過
ぎ
た
突
き
当
り
に
「
み
は
ら

歴
史
と
観
光
の
会
」
と
「
高
山
城
を
守
る
会
」
協
賛
の
立
派
な
案

内
板
（
写
真
参
照
）
が
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
が
登
山
道
入
口
②
で

あ
る
。
高
山
は
谷
を
挟
ん
で
北
と
南
の
尾
根
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
両
方
に
在
っ
た
城
跡
が
詳
し
く
絵
入
り
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
を
頭
に
入
れ
て
か
ら
、
右
手
に
あ
る
「
搦
め
手
道
」

を
登
ろ
う
（
青
線
で
示
す
三
尺
道
か
ら
も
登
れ
る
が
、
夏
場
は
雑

草
が
茂
り
歩
き
難
い
）。
道
は
入
口
部
分
を
除
き
、
整
備
さ
れ
て
い

て
、
落
ち
葉
を
踏
み
し
め
な
が
ら
２
０
分
も
登
る
と
、
頂
上
尾
根

筋
の
「
北
の
丸
跡
」
と
「
二
の
丸
跡
」
の
間
に
出
る
（
城
郭
口
）
。

先
ず
、
右
手
の
「
北
の
丸
跡
」
を
訪
れ
る
。「
北
の
丸
跡
」
の
北
端

か
ら
は
、
次
に
訪
れ
る
、「
新
高
山
」
や
本
郷
町
船
木
の
田
園
風
景

そ
し
て
沼
田
川
が
望
ま
れ
る
。
引
き
返
し
て
、
「
二
の
丸
跡
」
「
本

丸
跡
」「
扇
の
丸
跡
」
と
廻
っ
た

後
、
元
来
た
道
を
「
城
郭
口
」

ま
で
引
き
返
す
し
、
左
手
に
道

を
取
り
、
谷
を
挟
ん
だ
南
側
の

尾
根
へ
向
か
う
。
こ
こ
か
ら
南

尾
根
ま
で
は
、
夏
場
は
草
に
覆

わ
れ
て
道
が
分
か
り
難
い
の
で

注
意
す
る
こ
と
。 

先
ず
、「
西
の
丸
跡
」
へ
向
か
い
、

次
い
で
「
太
鼓
丸
跡
」・
三
角
点

の
あ
る
「
高
野
丸
跡
」
・
「
イ
ワ

オ
丸
跡
」
そ
し
て
最
後
に
「
西

丸
跡
」
を
訪
ね
下
山
開
始
点
③

へ
向
か
う
。
こ
こ
か
ら
、
下
山

道
は
二
手
（
赤
線
と
青
線
で
示

す
）
に
分
か
れ
る
が
、
④
で
合

流
す
る
。
ど
ち
ら
で
も
よ
い
が
、

こ
こ
で
は
左
手
（
赤
線
）
の
道

を
進
も
う
。
④
を
少
し
下
る
と
、

公
園
が
あ
り
、
公
衆
ト
イ
レ
が

あ
る
⑤
。
こ
こ
か
ら
は
、
本
郷

小
学
校
⑥
を
目
指
し
て
、
民
家

の
間
を
走
る
車
道
を
進
む
（
赤

線
で
示
す
）
か
、
ま
っ
す
ぐ
墓

地
を
突
き
抜
け
（
青
線
で
示
す
）

て
本
郷
小
学
校
を
目
指
す
。
そ

こ
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
踏
切
、
本
郷
橋

を
渡
り
、
新
高
山
の
登
山
道
入

り
口
⑦
へ
と
地
図
に
示
す
一
般

道
を
歩
く
。
登
山
道
入
り
口
に

は
立
派
な
「
小
早
川
隆
景
居
城 

新
高
山
城
跡 

登
山
道
」
の
標

識
が
あ
る
。
民
家
の
間
を
縫
っ

て
し
ば
ら
く
細
い
道
を
登
る
と
、

登
山
口
と
な
り
、
そ
こ
に
は
「
史

跡
小
早
川
氏
の
城
跡
」
と
い
う

説
明
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

登
山
道
は
よ
く
整
備
さ
れ
て
お

本
郷
駅 

登山道入口 ⑦  

登山道入口 ② 

下二バス停 ① 

搦め手道 

三
尺
道 

③ 

④ 

公園＆トイレ⑤ 

本
郷
橋 ⑥ 



り
、
迷
う
よ
う
な
分
岐
も
な
い
。
１
０
分
程
で
「
鐘
の
段
」
が
左

に
現
れ
、
す
ぐ
上
に
は
「
番
所
」
跡
。
そ
こ
か
ら
５
０
ｍ
程
で
「
匡

真
寺
跡
」
に
着
く
。
そ
こ
を
過
ぎ
る
と
、
視
界
が
開
け
、
沼
田
川

が
見
え
始
め
る
。
１
０
分
弱
で
山
頂
尾
根
に
着
き
、
そ
こ
が
「
中

の
丸
（
二
の
丸
）
跡
」
で
あ
る
。
右
へ
進
む
と
「
本
丸
跡
」「
釣
井

の
段
」
と
続
く
。
山
頂
南
東
部
先
端
（
詰
の
丸
）
は
岩
に
覆
わ
れ

た
展
望
の
場
所
で
、
素
晴
ら
し
い
眺
望
が
得
ら
れ
る
。
沼
田
川
を

挟
ん
で
先
程
訪
れ
た
「
高
山
」
が
目
の
前
に
見
え
、
南
に
は
本
郷

町
の
街
並
み
が
俯
瞰
で
き
る
。
そ
し
て
遠
く
に
は
、
筆
影
山
、
竜

王
山
等
の
山
々
も
望
め
る
。
帰
路
は
同
じ
ル
ー
ト
を
引
き
返
す
が
、

下
山
前
に
、
西
の
方
に
あ
る
「
三
の
丸
跡
＝
西
の
丸
＆
北
の
丸
跡
」

も
訪
れ
て
み
よ
う
。
下
山
時
は
、
山
頂
付
近
は
結
構
急
な
の
で
、

注
意
し
て
降
り
よ
う
。
来
た
道
を
引
き
返
し
、
踏
切
ま
で
来
る
と
、

本
郷
駅
は
す
ぐ
そ
こ
で
あ
る
。 

 

ア
ク
セ
ス 

Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
「
本
郷
駅
」
下
車 

 

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト 

高
山
は
、
夏
場
は
雑
草
が
生
い
茂
り
道
が
分
か
り
ず
ら
い
可
能
性

が
高
い
の
で
冬
場
が
最
も
良
い
。
尚
、
新
高
山
は
年
中
問
題
は
な

い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「高山」登山道入口②にある城跡全体を示す案内板 

ポイント ① 

中の丸跡にある「新高山城」の全体図 

新高山登山口入口 ⑦ 

新高山の「詰の丸」から望む本郷市街と沼田川 納所から見た、「高山」＆「新高山」 

下二バス停 

道路を挟ん

で反対側の

この階段を

上がる 

毘
沙
門
山 

新
高
山 

高
山
南
尾
根 

高
山
北
尾
根 


